
平成30年度　資料の利用状況　（H30.4.1～H31.3.31）

特別利用　　          　計　 21  件 190 点

資料名 数量 利用の方法･目的 申請者 許可日 特別利用料

1 画像（二ホンカワウソ剥製） 3 新聞記事に掲載 読売新聞　宇都宮支局 H30.4.19 株式会社 営利
自然史に関する教育、学術上の調査研究又は啓
発のため減免　(博物館管理規則第４条１項） 確認済 新聞記事「カワウソかも土管に足跡」に掲載有

2 ライチョウ本剥製 1 DNAサンプル抽出・分析し学術研究に活用 国立科学博物館 H30.8.6 公共法人 非営利 ― ―

3 画像（水車と発電機） 1 パネルを製作し企画展において展示 （株）伊予鉄道グループ H30.8.15 株式会社 営利
産業史に関する教育、学術上の調査研究又は啓
発のため減免　(博物館管理規則第４条１項） 確認済 企画展「小林信近没後100年記念」で展示有

4 画像（シコクカッコソウ・アサギマダラほか） 3 学校掲示用ポスターに掲載 （株）新興出版社啓林館 H30.9.3 株式会社 営利
自然史に関する教育、学術上の調査研究又は啓
発のため減免　(博物館管理規則第４条１項） 確認済 ポスター「愛媛には算数理科がいっぱい」の提出有

5 画像（当吹炉図・GF転炉・キューポラ） 3 資源素材学会での発表及び学会誌に掲載 個人 H30.9.13 個人 非営利 ― 確認済 学会誌 2018 第3巻4号「製錬の歴史」の提出有

6 画像（大浜潮流信号所） 3 灯台記念日イベント配布景品に掲載 今治海上保安部 H30.9.27 公共法人 非営利 ― 確認済 イベント景品（レンズ）ケース内に掲載有

7 二ホンカワウソ剥製標本 1 撮影し坂出市史に掲載 坂出市史編さん所 H30.10.13 公共法人 非営利 ― ― 書籍「坂出市史（地誌・生物篇）」 2020年発行予定

8 動物骨格標本 1 閲覧・撮影し骨の人獣鑑別に活用 愛媛県警本部　科学捜査研究所 H30.10.26 公共法人 非営利 ― ―

9 画像（二ホンカワウソ剥製標本） 1 瀬戸内全誌の会での発表及び印刷物に掲載 個人 H30.11.7 個人 非営利 ― ― 発表有・印刷物は2019年度発行予定

10 画像（まき網漁業・魚類養殖業） 3 就業相談会ポスターに掲載 えひめ農林漁業振興機構 H30.11.8 公益法人 非営利 ― 確認済 ポスター「愛媛農林漁業就業相談会」の提出有

11 二ホンカワウソ資料 1 撮影・計測し雑誌に掲載 個人 H30.11.22 個人 営利 特別利用料 5,140円徴収 確認済 雑誌Fielder44号「絶滅野生動物生息記」に掲載有

12 植物標本（余吾一角採集標本） 70 閲覧・撮影し植物分布記録調査に活用 愛媛植物研究会 H30.12.13 団体 非営利 ― ―

13 画像（まき網漁業等のイラスト・写真） 20 協議資料に掲載 愛媛県農林水産部 H30.12.20 公共法人 非営利 ― 確認済 協議資料「海産ほ乳類輸入規制解除」の提出有

14 画像（エクロジャイト・輝安鉱・イノセラムス） 3 地学学習帳の表紙に掲載 愛媛県高等学校教育研究会　理科部会 H30.12.25 団体 非営利 ― ― 地学学習帳 2019年4月発行予定

15 画像（イクチオステガ） 1 書籍に掲載 株式会社童夢 H31.1.17 株式会社 営利 特別利用料 5,140円徴収 確認済 書籍「なぜ？に答える科学のお話366」に掲載有

16 化石標本（久万層群植物化石） 50 閲覧・撮影し修士論文作成の参考に活用 個人 H31.1.29 個人 非営利 ―

17 画像（二ホンオオカミ頭骨） 1 企画展刊行物・チラシ・HP・facebookに掲載 鳥取県立博物館 H31.1.30 公共法人 非営利 確認済 企画展「手塚治虫のメッセージ」刊行物等に掲載有

18 鉱物標本（久万高原町産沸石類） 18 撮影しスライド上映、展示・印刷物に掲載 面河山岳博物館 H31.2.1 公共法人 非営利 ― スライド上映有・特別展は2019年7月～予定

19 画像（可変ピッチプロペラ・二ホンカワウソ） 2 中学校理科教科書に掲載 東京書籍（株） H31.2.21 株式会社 営利
教育、学術上の調査研究又は啓発のため減免
(博物館管理規則第４条１項） ― 教科書「新しい科学３」 2021年3月発行予定

20 画像（美濃島図面・山田社宅写真） 3 企画展に展示・「山田社宅保存計画書」に掲載 新居浜市別子銅山文化遺産課 H31.2.27 公共法人 非営利 ― 企画展で展示有・計画書は2019年5月発行予定

21 画像（二ホンカワウソ剥製） 1 特別展刊行物・チラシ・HP・SNSに掲載 名古屋市科学館 H31.3.20 公共法人 非営利 ― 特別展「絶滅動物研究所」2019年7月～予定

館外貸出　　         　 計  7  件 95 点

資料名 数量 貸出し期間及び目的 申請者 許可日

1 風洞実験装置 1
Ｈ30.9.26～Ｈ30.10.3

「松山空港空の日フェスタ2018」に展示
国土交通省四国地方整備局
松山港湾・空港整備事務局

H30.6.13 検証済

2 ドブネズミ剥製ほか 12
Ｈ30.6.22～Ｈ30.9.10

特別展「家の中のいやな生き物」に展示
面河山岳博物館 H30.6.16 検証済

3 モズ本剥製ほか 7
Ｈ30.9.7～Ｈ30.12.1

秋の企画展「モズのはやにえ」に展示
面河山岳博物館 H30.9.7 検証済

4 化石標本（プランチセラス）ほか 6
Ｈ30.10.25～Ｈ30.11.5

高校2年生「地学基礎」古生物授業で使用
愛媛県立今治北高等学校 H30.10.25 検証済

5 海藻標本（アカモク標本）ほか 3
Ｈ31.1.9～Ｈ31.6.28

テーマ展「瀬戸内の海人たち」に展示
愛媛県歴史文化博物館 H30.12.20 ―

6 鉱山絵葉書写真パネル（住友別子鉱業所）ほか 7
Ｈ31.2.28～Ｈ31.3.29

山田社宅企画展「四阪島のくらし」に展示
新居浜市別子銅山文化遺産課 H31.2.27 検証済

7 鉱物標本（方解石）ほか 59
Ｈ31.4.12～Ｈ31.6.7

企画展「ミネラルズ2019」に展示
徳島県立博物館 H31.3.21 ―

企画展「写真と絵葉書でふりかえる四阪島のくらし」の入場者数は267人。60代70代の方の来場が多く当時の
写真を懐かしむ姿が多くみられ、教育普及・啓発に一定の効果があったと考えられる。

　（貸出中）

　（貸出中）

館外貸出の効果の検証

イベントで飛行機が空を飛ぶ仕組みを解説する実験装置として展示された。家族連れの小学生の来場者に人
気で飛ぶ仕組みを実験で分かりやすく理解できるため、教育普及・啓発に効果があったと考えられる。

申請区分 成果物の確認

特別展の入場者数は4,073人。ネズミ類剥製に加え、アオダイショウなど爬虫類の模型、昆虫頭部の拡大模型
などが効果的に配置展示され、生物に対する理解促進に寄与したものと思われる。
企画展の入場者数は2,073人。当館から貸し出した7点の資料は全て企画展の導入部にて展示され、モズとい
う鳥類の姿や生態を理解するうえで重要な役割を果たしたと考えられる。
授業内ではアンモナイトやオウムガイの観察が行われた。「実物の標本を観察することで、生徒は生き生きと活
動し考察もしっかりできた」と報告があったため、実物資料貸出の効果はあったと考えられる。


